
従来の水位計（河口、名駒、
蘭越）に加え、きめ細やかに
地先レベルの水位が把握出来
るように、危機管理型水位計
を１８基設置しました。
また、水位計設置箇所には、

より確実な避難行動を促すた

今冬は暖冬・少雪だったものの尻別川流域では、
日ごとに雪解けが進んでいます。
例年、尻別川ではゴールデンウィークの前後に

融雪による洪水のピークを迎え、５月中は常に水
位の高い状態が続きます。融雪出水に降雨が伴う
と、より一層水位が上昇します。増水した川や水
路は、見た目以上に流れが速く危険ですので、絶
対に近づかないようにしましょう。

また、この時期には山間部や急な斜面では雪崩
や地すべりによる土砂災害の危険も増加します。
斜面からの湧水や周辺での地鳴り、小規模な土砂
崩落などの異変を感じたときには近寄らず、役場
や消防などに連絡しましょう。

気象情報、水害・土砂災害情報および
災害発生情報等がまとめて閲覧可能に！

【PC・ｽﾏﾎ版】

近くの川の状況が分かる！従来の水位計と観測局舎危機管理型水位計

https://www.river.go.jp/portal/

雨の状況や川の水位が分かる！

「いま、どこで、どれくらいの雨が
降っているのか」や「どれくらい水位
が上昇しているのか」を知ることがで
きます。

KP20.0 (栄橋上流） 蘭越水位観測所

洪水時の水位が、堤防上面まで（越水
するまで）どの程度迫っているかを表記

尻別川（国管理区間）の水位観測所
（蘭越・名駒・河口の３観測所）

め、洪水の切迫度が伝わるように簡易
型河川監視カメラ を設置しました。

豊国橋付近

平成２４年５月出水状況

淀川樋門

らんらん公園より下流側を望む

平成７年から９年にかけて、豊国橋から下流側の河川堤防に隣
接して約１．２㎞にわたり、蘭越町と共同で「桜づつみ」を整備
しました。整備後２０年を経た今では桜も大きく成長し、毎年５
月初旬には約５００本の桜が開花します。開花時期には、尻別川
沿いに、桜の花と羊蹄山やニセコ連山がつくり出す美しい景観が
広がります。
また、昨年１０月には、蘭越町開基１２０年を記念して地域の

方々により、既存の桜づつみから栄橋までの約１．５kmの区間の
堤防沿いに５４本の桜の幼木が植樹されました。開花するのはま
だまだ先の話ですが、未来の桜づつみを想像しながら堤防の上を
ゆったりと散歩されてはいかがでしょう。

尻別川新聞では、河川での取り組みや工事、イベント、地域の情報、防
災に関する情報など様々な話題を取り上げていきます。
ご不明な点やご意見、尻別川に関する話題がありましたら倶知安開発事
務所蘭越分庁舎までご連絡ください。

小樽開発建設部倶知安開発事務所蘭越分庁舎
（旧蘭越河川事業所）
０１３６－５７－５３３１

地域の方々の防災の取組に貢献するため

講演会の開催や講師の派遣などを支援します！

バックナンバーは小樽開発建設部HPからご覧になれます
http://www.hkd.mlit.go.jp/ot/koumu/vu2tjq0000000j4b.html

開花時期の様子

小樽開発建設部倶知安開発事務所では、いつ起こるかわからな

い災害に備え、地域の皆さんの防災意識向上を目的に、水防災

に関するパネル展等の「広報活動」や「防災講演会」を開催し

ています。また、学校教育における「防災学習」や町内会行事

の「防災講習会」等を支援しています。これらの取組は、する

尻別川減災対策協議会で策定した「減災に関する取組」の一環

として実施しています。

防災に関する取組を検討される際には、各種資料の提供や講

師の派遣等の支援が可能ですので、お気軽にご相談ください。

昨年10月の植樹状況

尻別川桜づつみ ～春、桜の季節の到来！～

【尻別川桜づつみ】で検索

http://www.hkd.mlit.go.jp/ot/koumu/a8pgkh0000004hgb.html

堤防の刈草を希望者に無償提供します！
北海道開発局では、毎年行う河川堤防の除草により発生する

刈草を、資源の有効活用やコスト縮減を図ることを目的に、
ホームページ上で情報提供し、希望される自治体・農協・農家
等へ無償提供しています。これまでは一般廃棄物として焼却処
理されていた刈草の有効活用を図るため、希望される方はお気
軽にご相談ください。

【刈草バンク】で検索
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/gijyutu/ud49g700000096bu.html

防災講演会
防災パネル展
（せせらぎまつり）

防災学習
（蘭越小学校）

防災講習会
（蘭越東地区連合町内会）

《提供場所》 尻別川右岸 初田築堤
（初田橋～志根津川）

《提供時期・方法》 要ご相談

尻別川減災対策協議会とは・・・近年多発する豪雨により、施設の能力
を上回る洪水に対し、氾濫が発生することを前提として、社会全体で常に洪水
に備える「水防災意識社会の再構築」を目的に、管内の防災関係機関により
「尻別川減災対策協議会」を組織し、防災に関する情報共有や減災に関する
各種取組を行っています。↓詳細はこちら

https://www.hkd.mlit.go.jp/ot/koumu/vu2tjq0000000oym.html#s1


